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





セッション中の写真/動画撮影はご遠慮ください



 Azure IaaS設計の「勘所」を理解する。

次世代のAzure IaaSの姿にワクワクする！





クラウドで
システムを
作りたい！

それ、
SaaS使えば
よくない？

それ、
PaaSで

作れない？

No No

Yes Yes



本当の「要件」に立ち返り、
クラウドならではのやり方で実現する










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









ローカル冗長ストレージ(LRS)


ジオ冗長ストレージ(GRS)




読み取りアクセス冗長ストレージ(RA-GRS)























オンプレミス
AD/AD FS

組織アカウント
(Azure AD)

多要素認証
(Multi-Factor Authentication)











 http://blogs.msdn.com/b/window
sazurej/archive/2014/12/25/be-
aware-of-msaccount-
expiration.aspx

 組織アカウント(Azure AD)を利
用するか、定期的にログインする
運用にすること

http://blogs.msdn.com/b/windowsazurej/archive/2014/12/25/be-aware-of-msaccount-expiration.aspx







これまでは2つ







そのベースとなっているのが…



複数リソースから構成される複雑なシステムを、
JSON形式のテンプレートファイルで表現し、展開できる

JSONベース



概念 Azure Service Management
(XML)

Azure Resource Manager
(JSON)

クラウドサービス VMのコンテナ 考慮不要

可用性セット 各VMのラベルとして設定 新規リソースタイプ

NIC 各VMの一要素 新規リソースタイプ、
VMとは独立したライフサイクル

ロードバランサー クラウドサービスの一機能 新規リソースタイプ

DNS名
クラウドサービスに自動的
にアサインされるDNS名
<name>.cloudapp.net

パブリックIPリソースに指定可能
なオプションリソース
<name>.<region>.cloudapp.azure.
com



 複数のリソースを束ねる論理的な器







なんてことは言わないので
安心してください！





 http://azure.microsoft.com/ja-
jp/documentation/templates/

 ここからAzureポータル経由で
直接編集＆デプロイできる

http://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/templates/






 例えば“部署”=“経理部”など



 “作成者”とか“本番/開発/テスト”
とか“ちょっとしたメモ”とか







 AさんはサブスクリプションXの設定を参照できる
 Bさんは仮想ネットワークをYの設定を変更できる
 Cさんは仮想マシンZの権限設定を変更できる



ア
ク
セ
ス
権
の
継
承





 https://resources.azure.com/



 その気になれば直接APIを叩いて
自分のサブスクリプションを操作
することも可能

https://resources.azure.com/


インフラ管理の効率とスピードの向上

インフラ設計の共有・再利用



Chef/Puppet/PowerShell DSCも同じ特性



Chef/Puppet/
PowerShell DSC

Azure Resource
Manager

宣言的かつべき等なツールで、
インフラとVM内部の両方を構成





今後もAzure IaaSの進化は止まりません

 Azure IaaSの新機能を常にチェックし、
もっともっと便利にご活用ください！



アンケートにご協力ください。
●アンケートに上記の Session ID のブレイクアウトセッションに
チェックを入れて下さい。

●アンケートはお帰りの際に、受付でご提出ください。
マイクロソフトスペシャルグッズと引換えさせていただきます。



Ask the Speaker のご案内
●本セッションの詳細は、EXPO 会場内
『Ask the Speaker』コーナー
Room F カウンタにてご説明させて
いただきます。是非、お立ち寄りください。

Ask the Speaker

EXPO会場MAP
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